
男
と
女 

       

お
と
め
座
さ
ん
と
や
ぎ
座
く
ん 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

桐

乃
さ

ち 



人 

物 
柴
尾
健

太(

1 9)

大
学

生 

菅
野
美

薗(

2 1)

大
学

生 

柴
尾
和

夫(
5 3)

柴
尾

の
父 

柴
尾
美

穂(

4 9)
柴
尾

の
母 

ボ
ー
ト

乗
り

場

の
係
員 
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○
パ
ン
屋 

ベ

ー

カ
リ
ー

柴
尾 

外
観
（

夜
） 

古
い
三

階
建

て

の
ビ
ル

。
一

階

部
分

が

パ
ン

屋
に
な

っ
て

い

る
。「
ベ

ー
カ

リ

ー
柴
尾
」
と

書
か
れ

た
看

板

。
電
気
が

消
え

、
ド

ア

に
「
閉

店
」
と

言
う

看

板
が
か

か
っ

て

い
る
。 

 

○
同 

屋

上
（

夜

） 

小
さ
な

プ
レ

ハ

ブ
小
屋

が
あ

る

。
柴
尾

健
太

(

1 9)

、
プ
レ
ハ

ブ
小

屋
の
上

に
座

り
、
双
眼

鏡
で
外

を
見

て

い
る
。

斜
め

向

か
い
の

５
階

建
て
の

マ
ン

シ

ョ
ン
の

一
室

を

見
て
い

る
。

料

理

を

す

る

、

菅

野

美

薗(

1 9)

が

見

え

る

。

男
性
が

ギ
タ

ー

を
弾
い

て
い

る

。
美
薗

が
男

性
に
何

か
言

う

。
男
性

、
何

か

言
い

返

す
。

美
薗
と

男
性

、

言
い
争

っ
て

い

る
。
柴

尾
、

双
眼
鏡

を
目

か

ら
外
し

、
立

ち

上
が
り

か
け

る
。
柴

尾
、

再

び
双
眼

鏡
を

目

に
当

て

る
。

男
性
、

美
薗

を

殴
る
。

柴
尾

、

立
っ
た

り
座

っ
た
り

す
る

。

柴
尾
、

再
び

双

眼
鏡

を

目
に

当
て
る

。
美

薗

、
手
を

頬
に

当

て
て
、

泣
い
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て
い
る

。
柴

尾

、
慌
て

て
梯

子

を
使

っ

て
プ

レ
ハ
ブ

小
屋

か

ら
降
り

る
。

柴

尾
、
足

を
引

っ
か
け

て
転

ぶ

。
屋
上

の
ド

ア

が
開

き

、
柴

尾
美
穂(

4 9)

が
顔

を
出
す

。
美

穂
、
手
に
ビ

ニ
ー
ル

袋
を

持

っ
て
い

る
。 

美
穂
「

健
太

、

あ
ん
た

が
好

き

な
カ
レ

ー
パ

ン

残
っ

た
か
ら

。

食

べ

る
で
し

ょ
？

」 

柴
尾
、

地
面

に

転
ん
で

い
る

。 

美
穂
「

何
や

っ

て
ん
の

？
」 

柴
尾
「

何
で

も

な
い
！

」 

美
穂
「

パ
ン

は

？
」 

柴
尾
「

い
ら

な

い
！
」 

柴
尾
、
プ
レ

ハ
ブ

小
屋
に

飛
び

込

む
。
美

穂
、

た
め
息

を
つ

く

。 

美
穂
「

っ
た

く

。
ご
ろ

ご
ろ

し

て
な
い

で
、

た

ま
に

は
お
父

さ
ん

、

手
伝
い

な
さ

い

よ
ー
」 

美
穂
、

プ
レ

ハ

ブ
小
屋

の
ド

ア

ノ
ブ

に

ビ
ニ

ー
ル
袋

を
か

け

る
。 

 

○
同 

プ

レ
ハ

ブ

小
屋 

中
（

夜

） 
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小
さ
な

机
や

ベ

ッ
ド
が

あ
る

。

柴
尾
、

ベ
ッ

ド
に
飛

び
込

み

、
布
団

に
く

る

ま
る
。 

柴
尾
「

あ
ー

！

」 
柴
尾
、

頭
を

か

き
む
し

る
。 

 

○
同 

屋

上
（

朝

） 

太
陽
が

昇
っ

て

い
る
。

プ
レ

ハ

ブ
小
屋

の
ド

ア
が
開

き
、

髪

が
ぼ
さ

ぼ
さ

の

柴
尾

が

出
て

来
る
。

柴
尾

、

ド
ア
ノ

ブ
に

か

け
ら
れ

た
ビ

ニ
ー
ル

袋
を

見

つ
め
る

。 

 

○
大
学 

全
景

（

朝
） 

た
く
さ

ん
の

学

生
が
行

き
か

っ

て
い
る

。 

 

○
同 

占

い
サ

ー

ク
ル 

部
室 

前
（
朝

） 

古
い
校

舎
の

一

室
。
ド

ア
に

「

占
い

サ

ー
ク

ル
」
と

書
か

れ

た
張
り

紙
。 

 

○
同 

部

室 

中

（
朝
） 

棚
に
各

種
占

い

の
本
、

水
晶

玉

や
タ
ロ

ッ
ト
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カ
ー
ド

が
並

ん

で
い
る

。
美

薗

と
柴
尾

が
い

る
。
美

薗
、

カ

レ
ー
パ

ン
を

食

べ
て
い

る
。 

美
薗
「

や
っ

ぱ

り
、

柴

尾
君

の

家
の
カ

レ
ー

パ

ン
、

美
味
し

い
ね

！

」 

美
薗
、
左
頬

に
あ

ざ
が
出

来
て

い

る
。
柴

尾
、

美
薗
の

顔
を

じ

っ
と
見

つ
め

る

。
美
薗

、
柴

尾
の
視

線
に

気

が
付
き

、
頬

を

さ
す
る

。 

美
薗
「

あ
、

こ

れ
、
や

っ
ぱ

り

目
立
つ

？
」 

柴
尾
「

ど
う

し

た
ん
で

す
か

？

」 

美
薗
「

食
器

棚

か
ら
お

皿
を

取

ろ
う
と

し
た

ら

落
と

し
ち
ゃ

っ
て

。

ほ
ん
と

、
ド

ジ

だ
よ
ね

」 

柴
尾
、

唇
を

尖

ら
せ
て

俯
く

。 

美
薗
「

ね
ぇ

、

今
日
の

占
い

ど

う
な
っ

て
る

？

」 

柴
尾
「

あ
、

は

い
」 

柴
尾
、

新
聞

を

広
げ
る

。 

柴
尾
「

え
ー

と

、
あ
、

お
と

め

座
は
６

位
で

す

よ
。

自
分
を

見
つ

め

直
す
こ

と
に

よ

っ
て
、

幸
運

を

発

見
す
る

こ
と

が

で
き
る

で
し

ょ

う
、
で

す
っ

て

」 

柴
尾
、

美
薗

の

顔
を
伺

う
。

美

薗
、
顎

に
手

を
当
て

て
考

え

込
ん
で

い
る

。 
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美
薗
「

さ
そ

り

座
は
？

」 
柴
尾
「

え
？

さ

そ
り
座

？
え

ー

と
、
２

位
で

す

。
諦

め
て
い

た
こ

と

に

逆
転

の
チ

ャ

ン
ス
。

望

み

が

叶

う
可
能

性

の

高

い
幸
運

日
で

す

」 

美
薗
、

笑
顔

で

ガ
ッ
ツ

ポ
ー

ズ

を
す
る

。 

美
薗
「

や
っ

た

！
」 

柴
尾
「

さ
そ

り

座
っ
て

？
」 

美
薗
「

彼
氏

が

、
さ
そ

り
座

な

の
。
あ

の
人

、

夢
追

い
人
だ

か
ら

ね

。
教
え

て
あ

げ

よ
う
っ

と
！

」 

美
薗
、

ス
マ

ホ

を
操
作

し
て

い

る
。
柴

尾
、

拳
を
握

り
締

め

る
。 

柴
尾
「

さ
そ

り

座
っ
て

ど
う

な

ん
で
す

か
ね

？

」 

美
薗
「

え
？

」 

柴
尾
「

短
気

だ

っ
た
り

、
嫉

妬

深
い
っ

て
言

わ

れ
て

ま
す
け

ど

」 

美
薗
「

感
情

が

激
し
く

て
、

野

心
家
な

の
よ

」 

柴
尾
「

自
分

の
信

念
を
人

に
押

し

付
け
が

ち
だ

と

か
」 

美
薗
、

柴
尾

の

顔
を
じ

っ
と

見

つ
め
る

。 

柴
尾
「

あ
、

い

や
。

一

般
的

に

で
す
け

ど…
…

」 

美
薗
「

さ
そ

り

座
は
何

を
す

る

に
も
一

生
懸

命

で
全
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力
投
球

な
の

。

誤
解
さ

れ
が

ち

だ
け
ど

、

高

い

目

標
を
持

っ
て

い

る
か
ら

、
仕

方

な
い
の

よ
」 

美
薗
、

柴
尾

の

頭
を
撫

で
る

。 

美
薗
「

よ
く

勉

強
し
て

る
ね

。

偉
い
、

偉
い

」 

柴
尾
、

赤
く

な

り
俯
く

。 

美
薗
「

今
日

、

み
ん
な

遅
い

ね

～
」 

柴
尾
、

新
聞

の

「
や
ぎ

座
」

の

欄
を

見

て
目

を
丸
く

す
る

。「

１
位 
積
極

的

に
な
れ

る
日

。

ラ
イ
バ

ル
が

あ

な
た
に

い
い

刺

激
を

与

え
て

く
れ
そ

う
」

と

書
か
れ

て
い

る

。
柴
尾

、
拳

を
握
り

締
め

る

。 

美
薗
「

ど
う

し

よ
っ
か

、
そ

ろ

そ
ろ

講

義…
…

」 

柴
尾
「

あ
の

、

美
薗
先

輩
！

」 

柴
尾
、

机
に

手

を
叩
き

つ
け

る

。 

柴
尾
「

こ
れ

か
ら

ち
ょ
っ

と
、
出
か

け
ま
せ

ん
か

！

？
」 

美
薗
、

目
を

丸

く
す
る

。 

 

○
井
の
頭

公
園 

池 

桜
が
満

開
。

た

く
さ
ん

の
手

漕

ぎ
ボ
ー

ト
が

浮
か
ん

で
い

る

。 
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○
同 

手

漕

ぎ

ボ

ー
ト 

上 

柴
尾
と

美
薗

が

向
か
い

合
っ

て

ボ
ー
ト

に
乗

っ
て
い

る
。
柴
尾

、
ボ
ー

ト
を

漕
い

で
い
る

。

池
は
桜

の
花

び

ら
で
ピ

ン
ク

色

に
染

ま

っ
て

い
る
。

美
薗

、

花
び
ら

を
掬

い

取
る
。 

美
薗
「

綺
麗

」 

美
薗
、

池
を

ぼ

ん
や
り

と
見

つ

め
る
。 

美
薗
「

こ
う

い

う
所
来

た
の

、

久
し
ぶ

り
だ

な

ぁ
」 

柴
尾
「

あ
、

あ

の
、

先

輩
」 

美
薗
「

う
ん

？

」 

柴
尾
「

俺
、
先

輩

の
事
い

ろ
い

ろ

調
べ
た

ん
で

す

！
」 

柴
尾
、

鞄
か

ら

ノ
ー
ト

を
取

り

出
す
。 

柴
尾
「

９
月

５

日
生

ま

れ
の

お

と
め
座

は
、

理

想
主

義
者
で

忠
誠

心

が
強
い

。
人

を

信
じ
や

す
く

、

己

の
感
情

を
抑

制

し
が
ち

」 

美
薗
、

首
を

か

し
げ
る

。 

柴
尾
「

見
返

り

を
期
待

せ
ず

人

の
手
助

け
を

す

る
慈

悲
深
さ

が
あ

る

が
、

自

分
に

自

信
が
な

い
の

が

欠

点
、
だ

そ
う

で

す
」 

柴
尾
、

唾
を

ご

く
っ
と

飲
み

込

む
。 
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柴
尾
「

先
輩

！

自
信

を

持
っ

て

下
さ
い

！
先

輩

は
優

し
い
し

、
す
ご

く

、
あ

の
、
綺
麗

な

ん
で
す

か
ら

！

あ
、
い

や
、
見
た

目
じ
ゃ

な
く

て
、
中
身
が

で
す

！
」 

柴
尾
、

肩
を

怒

ら
せ
て

荒
く

息

を
す
る

。 

美
薗
「

あ
り

が

と
う
」 

柴
尾
「

そ
れ

で

で
す
ね

、
あ

の

。

僭
越

な
が

ら

、
先

輩
に
ぴ

っ
た

り

の

男
性

も
調

べ

さ
せ
て

い
た

だ

き

ま
し
た

」 

美
薗
「

え
？

」 

柴
尾
「

き
、

聞

い
て
下

さ
い

！

先
輩
の

魅
力

を

最
大

限
引
き

出
し

、

な
お
か

つ
癒

し

ま
で
与

え
て

く

れ

る
最
高

の
パ

ー

ト
ナ
ー

を
、

星

座
占
い

で

割

り

出

し
た
ん

で
す

！

」 

柴
尾
、

急
い

で

ノ
ー
ト

を
め

く

る
。

ボ

ー
ト

乗
り
場

の
係

員

が
手
を

振
っ

て

い
る
。 

係
員
「

そ
ろ

そ

ろ
引
き

上
げ

て

下
さ
ー

い
！

」 

美
薗
「

柴
尾

君

、
時
間

だ
っ

て

」 

柴
尾
「

い
る

ん

で
す
よ

、
そ

う

い
う

相

手
が

！

し
か

も
、
先

輩

の

す

ぐ
側
に

！
」 

係
員
「

戻
っ

て

下
さ
ー

い
！

」 
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ボ
ー
ト

が
岸

の

方
へ
戻

っ
て

行

く
。 

柴
尾
「

い
い

で

す
か
！

？
そ

の

相
手
は

」 

美
薗
「

柴
尾

君

」 
柴
尾
、

ノ
ー

ト

を
見
つ

め
る

。

ノ
ー
ト

に
は

「
１
月

９
日

生

ま
れ
の

や
ぎ

座=

俺
！

」
と
書

か
れ
て

い
る

。 

柴
尾
「

そ
の

相

手
は
で

す
ね

！

」 

美
薗
「

待
っ

て

！
」 

柴
尾
「

え
？

」 

美
薗
「

私
の

運

命
の
相

手
は

自

分
で
決

め
た

い

の
」 

美
薗
、

柴
尾

の

手
か
ら

ボ
ー

ト

の
オ
ー

ル
を

取
る
。

美
薗

、

笑
顔
で

ボ
ー

ト

を
漕

ぐ

。 

美
薗
「

戻
ろ

う

」 

柴
尾
「

何
で

で

す
か
？

美
薗

先

輩
は
、

星
座

占

い
、

大
好
き

じ
ゃ

な

い
で
す

か
！

」 

美
薗
、

黙
っ

て

ボ
ー
ト

を
漕

い

で
い
る

。
柴

尾
、
唇

を
噛

ん

で
俯
く

。 

美
薗
「

お
と

め

座
っ
て

ね
、

一

途
な
の

。
一

度

好
き

に
な
っ

た

人

の

事
は
放

っ
て

お

け
な
い

し
、

絶

対

に
見
捨

て
な

い

の
」 
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美
薗
、

柴
尾

に

笑
い
か

け
る

。 
美
薗
「

柴
尾

君

も
優
し

い
と

思

う
よ
。

私
は

や

ぎ
座

の
人
の

誠
実

な

所
が
好

き
」 

美
薗
、
ゆ
っ

く
り

と
ボ
ー

ト
を

漕

い
で

行

く
。 

 

○
パ
ン
屋 

ベ

ー

カ
リ
ー

柴
尾 

屋
上
（

夕
） 

プ
レ
ハ

ブ
小

屋

の
上
に

、
柴

尾

が
座

っ

て
い

る
。
柴

尾
、

双

眼
鏡
を

目
に

当

て
よ
う

と
し

て
、
止

め
る

。

柴
尾
、

走
り

出

す
。 

 

○
同 

キ

ッ
チ

ン

（

夕
） 

広
い
キ

ッ
チ

ン

。
柴
尾
和

夫(

5 3)

が

パ
ン
生

地
を
こ

ね
て

い

る
。

柴

尾
、

エ

プ
ロ
ン

を
つ

け
、
入

っ
て

来

る
。 

柴
尾
「

父
さ

ん

、
カ
レ

ー
パ

ン

の
作
り

方
教

え

て
欲

し
い
ん

だ
」 

和
夫
、

目
を

見

開
い
て

汗
を

拭

う
。 

和
夫
「

何
だ

、

珍
し
い

な
」 

柴
尾
「

食
べ

さ

せ
た
い

人
が

い

る
ん
だ

！
」 

柴
尾
、

深
く

頭

を
下
げ

る
。



 

 

 


